
平成 24 年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 アカデミック・ツーリズム・プログラム 
六甲１００年の森と『ひとはく』展示ウォッチング 

 
日  程  平成 24 年 11 月 17 日（土） 午前 9 時～午後 5 時 
参加者  8 名 
講  師  兵庫県立大学 自然・環境科学研究所 自然環境系 

地球科学研究部門  佐藤 裕司 
生物資源研究部門  小舘 誓治 
生物資源研究部門  黒田 有寿茂 

 
兵庫県立大学では、毎年県内の大学施設や研究現場を訪問し、講義と実習を行うツアー

型公開講座“アカデミック・ツーリズム・プログラム”を実施しています。今回のアカデ

ミック・ツーリズム・プログラムは、兵庫県立人と自然の博物館（略称ひとはく：自然・

環境科学研究所 自然環境系が併設）に展示されている自然・環境などに関する情報で事

前に説明を受け、その後実際にそれらの展示に関係する現場へ行き、体験学習をするとい

うことで企画されました。 
 
■六甲山の１００万年（担当：佐藤） 
ひとはく 4 階実習室での開講式のあと、プレート運動や東北地方太平洋沖地震（海溝型

巨大地震）、近畿トライアングル（三角地帯）などの説明ののち 3 階の展示室へ移動。 
 
ここでは、まず約１００万年間にわたる六甲山の上昇運動と地震（とくに 1995 年兵庫県

南部地震）との関係について解説があり、次に高塚山貝層のはぎとり標本や、そこで産出

したサメの歯の標本などを使って、六甲山周辺の地殻変動と 100 万年間の気候変動につい

ての講義が行われました。 
 

 
 
約 10 万年の周期で氷期（寒冷期）と間氷期（温暖期）が繰り返されていること、高塚山

「プレート運動」の解説 「高塚山貝層」の解説 



貝層が約 40 万年前の間氷期に形成されたこと、現在は最新の間氷期であることなどが説明

されました。 

 
 
野島断層のはぎとり標本を用いて、活断層の断面の見方や活断層の定義に関する説明な

どが行われました。また午後には、丹波の恐竜化石の説明も行われました。 
 
■「再度山の森の変遷」と「六甲のアカマツ林」（担当：小舘） 
引き続き、「森の変遷」の展示の前で、六甲山系の再度山の例を用いて、植生遷移やそれ

ぞれの時代ごとに変化した植生について説明が行われました。 
 また、「六甲のアカマツ林」の展示でマツ二次林の植生管理の仕方や再度山のアカマツ二

次林の土壌の特徴などについて、幹の輪切り標本や土壌のはぎとり標本などを用いて説明

が行われました。 

  
 
 
六甲山地は、主に花崗岩類でできています。花崗岩は、深成岩であり地下の深いところ

でマグマが長い時間をかけてじっくり冷えて固まっていったため、ほぼ同じ成分でできて

いる流紋岩（火山岩）に比べると岩石に含まれる鉱物の粒が全般的に大きいのが特徴です。

花崗岩は、お墓の石などの石材として多く使われることもあるように非常に堅いものもあ

ります。しかし、花崗岩は風化すると非常にもろくなるものもあります。花崗岩の風化物

のことを真砂（まさ）土といい、砂っぽい感じの土壌になります。 

「野島断層」の解説 

再度山の「森の変遷」で説明 「六甲のアカマツ林」で説明 



＜バスで移動＞ 
バスで、ひとはく→蓬莱峡→極楽茶屋（紅葉谷へ）→再度公園（再度山近くへ）の順に移

動しました。 

 
 
 
■六甲の裸地とアカマツ（担当：小舘） 
あいにくの雨で川が増水していたため、蓬莱峡の奇岩や屏風岩などの近くへは行けませ

んでした。 

  
 
 
西宮市にある蓬莱峡の植生は、周りの山々の植生と感じが違います。このようなところ

ではアカマツの疎林がみられたり、アカマツの芽ばえや幼樹、矮小化した個体がみられま

す。このような地域は荒廃地（バッドランド）と呼んだりします。地表面の安定・不安定

の度合いの違いによって植物の個体数が多かったり、少なかったりということがあるよう

です。地表の礫や砂の動きが少なく、少し安定して礫が多いところ（でも、落ち葉はほと

んど溜まっていない）は、矮小化したアカマツや、地表を這うようにして生育しているコ

バノミツバツツジのほか、オオバヤシャブシ、ススキ、イタドリなどがみられます。常に

地表面の礫や砂が移動しているような不安定なところ、あるいは白っぽい岩肌が見えてい

るようなところでは、まったく植物が生えていないような状態（裸地）です。このような

違う立地が隣り合わせにみられます。ここは、有馬-高槻構造線上で六甲断層があるために

地盤である花崗岩が破砕されて崩れやすくなっています。 

このバスで移動 

蓬莱峡の説明 蓬莱峡の遠景 



■六甲山のブナ（担当：黒田） 
雨風が強かったのですが、参加者は傘をさしながら紅葉谷のブナ林へと向かいました。 

  
 

 
六甲山には人間の手の全く入っていない「原生林」は残されていませんが、比較的自然

のよく残された「自然林」は点在しています。ブナ林はその一つです。 
自然林としてのブナ林が残る六甲山ですが、その規模は必ずしも大きいものではありま

せん。かつての六甲山では低地部から標高450mくらいまでシイ類の優占する林、標高450m
から標高 750m くらいまでカシ類の優占する林、そして標高 750m から山頂部にかけブナ

の優占する林が広がっていました。このような原生林、自然林は人間によって破壊され、

はげ山の時代なども経て、現在ではその多くがアカマツやコナラの優占する「二次林」と

なっています。六甲山のブナ林は現在ごく小面積で、山頂近くの谷部などに辛うじて残さ

れている状態です。しかしながら、これらのブナ林は、かつての植生の状況や環境を知る

上で、また、これからの森づくりを考えていく上で大変重要な樹林です。 
ところで、国内のブナ林はその下層の構成種から大きく二つのタイプに分けることがで

きます。一つは下層にチシマザサが生育するタイプ（ブナ－チシマザサ林）、もう一つはス

ズタケが生育するタイプ（ブナ－スズタケ林）です。ブナーチシマザサ林は日本海側のブ

ナ林で、特に北陸地方や東北地方にかけ連続的に分布しています。一方、ブナ－スズタケ

林は太平洋側のブナ林ですが、九州、四国、紀伊半島では高標高域に限られるなど、ブナ

－チシマザサ林と比較してやや孤立的な分布となっています。六甲山のブナ林は太平洋側

のブナ－スズタケ林のタイプに含まれ、兵庫県内では最南端のものとなっています。 
ブナ林にはブナやササ以外にも多くの種類の植物が生育しています。六甲山のブナ林を

特徴づける植物として、イヌブナ、シラキ、ユキグニミツバツツジなどを挙げることがで

きます。イヌブナ、シラキは太平洋側のブナ林でよくみかける代表的な樹種です。ユキグ

ニミツバツツジは山陰、北陸、そして東北地方の日本海側を中心に分布しているツツジで

すが、近畿地方では太平洋側の地域でも分布が確認されています。この分布は、過去の寒

冷期における南下、温暖期における北上といった分布変遷の中、この地域で高標高域に取

り残されることにより生じたと考えられています。実は六甲山のブナも同じような変遷を

たどっていることが遺伝的な性質を調べることで確かめられています。 

ブナ林の解説 紅葉谷に生育する植物の解説 



■六甲１００年の森（担当：小舘・黒田） 
再度公園には、たくさんのアカマツやクロマツが植えられています。また、イロハモミ

ジなどのカエデ類もたくさん植えられていて秋になるとマツ類の緑の葉とカエデ類の紅葉

や黄葉などとのコントラストが美しいです。 
 

   
 
 

 
 
 
六甲山地は約 110 年よりも以前は禿山であったと言われます。当時の写真を見ると山の

地肌が見えている部分が多いのですが、一方で谷筋や尾根には樹木が残っているところも

あります。地肌が見えていた斜面には、明治時代の後半（1900 年ごろ）に植栽が行われて、

現在は樹高 15～20m 近くの樹林におおわれています。 
六甲山地の西部に位置する再度山の斜面には、植栽当時、等高線に沿って組まれたと思

われる石組がところどころでみられます。このようにして植栽されたところは、地表面の

浸食流亡（斜面地の場合、雨などによって物質が下方に流されること）が少なく安定して

樹林が発達するのと同時に土壌も発達していったものと思われます。 
 
その後、雨が降っていたので、バスの中で閉講式（修了証書交付）が行われた後、帰路へ。 

再度公園のアカマツと紅葉 修法ヶ原池側から再度山を見る 

再度山の斜面の石組みを見る 


